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作成日  2004 年 5 月 26 日 

改訂日  2024 年 2 月 29 日（ 第 6 版）  

 

１．化学品及び会社情報 
化学品の名称 :  溶解アセチレ ン（ 溶剤： アセト ン）  

製品コ ード  :  121 

化 学 名 :  アセチレ ン( Acet yl ene)  

供給者の会社名称 :  相模アセチレ ン株式会社 

住   所 :  横浜市瀬谷区目黒町 8－5 

担 当 部 門 :  製造部 

連 絡 先 :  Tel ;  045-921-0541 FAX;  045-922-4820 

 E-mai l ;   

緊急連絡電話番号   

推奨用途  溶断、 圧接、 溶射、 真空浸炭、 加熱、 焼入、 焼き 戻し 、 ロ ウ 付け、 ガ

ス 溶接、 原子吸光分析 
使用上の制限  本製品の使用にあたっては該当する 各法律、 及び次項以降の危険有害性

情報等に基づき 使用する こ と  
整 理 番 号 :  GC: 12-1 

 

２．危険有害性の要約 
Ｇ ＨＳ 分類   

［ アセチレ ン］    

 物理化学的危険性 :  可燃性ガス  区分 1 

  :  酸化性ガス  非該当 

  :  高圧ガス  溶解ガス  

  :  金属腐食性化学品 非該当 

 健康に対する 有害性 :  急性毒性（ 吸入： ガス ）  非該当 

  :  特定標的臓器毒性（ 単回ばく 露）  区分 3（ 麻酔作用）  

     

［ アセト ン］    

 物理化学的危険性 :  引火性液体 区分 2 

  :  自然発火性液体 非該当 

  :  金属腐食性化学品 非該当 

 健康に対する 有害性 :  急性毒性（ 経口）、（ 経皮）  非該当 

  :  急性毒性（ 吸入： 蒸気）  非該当 

  :  皮膚腐食性／刺激性 非該当 

  :  眼に対する 重篤な損傷性／眼刺激

性 

区分 2B 

  :  皮膚感作性 非該当 

  :  生殖細胞変異原性 非該当 

  :  発がん性 非該当 

  :  生殖毒性 区分 2 

  :  特定標的臓器毒性（ 単回ばく 露）  区分 3（ 気道刺激性、 麻酔

作用）  

  :  特定標的臓器毒性（ 反復ばく 露）  区分 2（ 血液）  

  :  呼吸器感作性 非該当 

 環境に対する 有害性 :  水生環境有害性 短期（ 急性）  非該当 
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  :  水生環境有害性 長期（ 慢性）  非該当 

  記載がないも のは区分に該当し ないま たは分類でき ない 

 

 

Ｇ ＨＳ ラ ベル要素   

 絵表示又はシンボル :  ［ アセチレン］  

       
［ アセト ン］  

     
 注意喚起語 :  危険 

 危険有害性情報  ［ アセチレン］  

  :  極めて可燃性の高いガス  

  :  高圧ガス ： 熱する と 爆発のおそれ 

  :  眠気又はめま いのおそれ 

   ［ アセト ン］  

  :  引火性の高い液体及び蒸気 

  :  眼刺激 

  :  生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い 

  :  眠気又はめま いのおそれ 

  :  呼吸器への刺激のおそれ 

  :  長期にわたる 、 又は反復暴露によ る 血液の障害のおそれ 

 注意書き  [ 安全対策]  :  熱、 高温のも の、 火花、 裸火及び他の着火源から 遠ざける こ と 。

禁煙。  

   :  粉じ ん／煙／ガス ／ミ ス ト ／蒸気／ス プレ ーを吸入し ないこ と

／吸入を避ける こ と  

   :  屋外又は換気の良い場所でだけ使用する こ と  

   :  容器を密閉し ておく こ と  

   :  火花を発生さ せない工具を使用する こ と  

   :  静電気放電に対する 措置を講ずる こ と  

   :  保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用する こ と  

   :  取扱い後は手を良く 洗う こ と  

   :  使用前に取扱説明書を入手する こ と  

   :  全ての安全注意を読み理解する ま で取り 扱わないこ と  

  [ 応急処置]  :  漏えいガス 火災の場合： 漏えいが安全に停止さ れない限り 消火し

ないこ と  

   :  漏えいし た場合、 着火源を除去する こ と  

   :  吸入し た場合： 空気の新鮮な場所に移し 、呼吸し やすい姿勢で休

息さ せる こ と  

   :  気分が悪いと き は医師に連絡する こ と  

   :  気分が悪いと き は、 医師の診察／手当てを受ける こ と  

   :  皮膚又は髪に付着し た場合： 直ちに汚染さ れた衣類を全て脱ぐ こ

と 。 皮膚を水又はシャ ワ ーで洗う こ と  

   :  火災の場合： 消火する ために適切な消火剤を使用する こ と  

   :  眼に入った場合： 水で数分間注意深く 洗う こ と 。次にコ ンタ ク ト

レ ンズを着用し ていて容易に外せる 場合は外すこ と 。その後も 洗



溶解アセチレ ン（ 溶剤： アセト ン） 相模アセチレ ン株式会社 整理番号 GC: 12-1 2024 年 2 月 29 日 3/10 

浄を続ける こ と  

   :  眼の刺激が続く 場合： 医師の診察／手当てを受ける こ と  

   :  ばく 露又はばく 露の懸念がある 場合： 医師の診察／手当を受ける

こ と  

  [ 保管]  :  日光から 遮断し 、 換気の良い場所で保管する こ と  

   :  容器を密閉し ておく こ と  

   :  涼し いと こ ろに置く こ と  

   :  施錠し て保管する こ と  

  [ 廃棄]  :  内容物／容器は勝手に廃棄せず、製造者ま たは販売者に返却する

こ と  

GHS 分類に該当し ない他の

危険有害性 

:  高濃度のアセチレ ンを吸入する と 、窒息によ り 死亡する こ と があ

る  

 :  高圧ガス 容器から ガス が噴出し 眼に入れば、眼の損傷、ある いは

失明のおそれがある  

 

３．組成及び成分情報 
化学物質・ 混合物の区別 :  化学物質 

化学名又は一般名（ 化学式） :  アセチレ ン（ C2H2）  

 

成分及び含有量:    

  官報公示整理番号  

 化学物質 CAS No 分子量 化審法 安衛法 成分濃度 

 アセチレ ン 74-86-2 26. 04 2-14 適用外 98vol ％以上 

 （ アセト ン 67-64-1 58. 1 ( 2) -542 対象物質 99％以上）  

アセチレ ン 0. 55ｋ ｇ に対し て１ kg の割合でアセト ンを安定化溶剤と し て使用。  

安定化剤と し てのアセト ンに関する 安全情報等は、 別途アセト ンの SDS を参照願いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．応急措置 
吸入し た場合 :  被災者を 直ちに空気の新鮮な場所に移動さ せ暖かく し て安静に保

つ 

:  呼吸が弱い場合や止ま っ ている 場合は人工呼吸を 行い医師の手当

てを受ける  

:  気分が悪い時は医師を呼ぶ 

皮膚に付着し た場合 :  大気圧のアセチレ ンにさ ら さ れても 、 皮膚への有害性はないが、 溶

剤のアセト ンが付着し た場合は直ちに、 全ての汚染さ れた衣類を脱

ぎ取り 去り 、 接触部を多量の水及び石鹸で十分に洗い、 皮膚刺激が

あれば、 医師の診断、 手当を求める  

:  気分が悪いと き には医師を呼ぶ 

:  脱いだ衣類を再使用する 前に洗濯し 汚染除去する  

:  噴出する ガス を受けた場合、 冷やし てすぐ に医師の手当を受ける  

眼に入った場合 :  コ ンタ ク ト レ ンズを着用し ていて容易に外せる 場合は外す、  

清水で数分間、 注意深く 洗浄を続ける  

＜重量濃度換算式＞

※Mn: 各成分の分子量　 　 Vn:各成分の体積（ ガス 容積）

※各成分の温度・ 圧力は同一条件と する

※各成分の体積（ ガス 容積） は合計で100％と する

×1 0 0重量濃度（ w t.％） ＝

Mn  Vn

Σ Mn  Vn
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:  溶剤のアセト ンが目に入った場合、 一刻も 早く 洗浄を始め、 完全に

洗い流す必要がある  

不十分である と 、 不可逆的な眼の障害を生ずる おそれがある  

:  応急処置後は必ず医師の診断、 手当を受ける  

飲み込んだ場合 :  口をすすぎ、 速やかに医師の診断を受ける  

応急措置をする 者の保護

に必要な注意事項 

:  漏出ガス が空気又は酸素と 混合し 、 着火爆発を起こ す危険がある た

め、 速やかに漏洩防止措置を行う  

:  アセチレ ンが漏洩又は噴出し ている 場所は、 着火爆発の恐れがある

ため、 火気の使用を禁じ 速やかに換気を行う  

:  上記の換気を行う 場合、 着火源と なり う る 非防爆の換気扇等の電気

設備は用いない 

 

 

５．火災時の措置 
適切な消火剤 :  粉末消火器、 炭酸ガス 消火器、 大量の水 

使ってはなら ない消火剤 :  なし  

火災時の特有の危険有害

性 

:  容器が火炎に包ま れ、 肩部又は容器弁の溶栓付近の温度が 105℃を

超える 状態が続く と 溶栓が作動し 、 アセチレ ン火炎を 吹き 出すた

め、 大量の水で容器を冷却する  

移動可能の場合は、 速やかに容器を安全な場所に移す 

:  密閉建物内等で溶栓が作動し て火炎を吹き 出し た場合は、 消火する

と 、 未燃焼で漏れたガス の再着火、 爆発によ る 二次災害の危険があ

る  

:  容器壁が局部的に火炎にさ ら さ れる と 容器は、 爆発する こ と があ

る 。 その場合は大量の水で冷却する か移動可能の場合は、 速やかに

容器を安全な場所に移し 、 大量の水で冷却する 。 出来れば水中に没

する  

特有の消火方法 （ 溶栓の作動に至る 前）  

:  自己火災の場合は、 ガス の供給を停止すべく 、 容器弁等を速やかに

閉める  

:  火炎で閉止でき ない場合は、 粉末消火器、 炭酸ガス 等を火元に吹き

付け、 消火後容器弁を閉め、 大量の水で容器を冷却する  

（ 溶栓が作動し た場合）  

:  容器弁及び肩部に装着さ れた溶栓が作動し ている 場合は、 噴霧散水

し ながら 、 火災の拡大及び類焼の防止に努め、 周囲に可燃物がない

場合は、 アセチレ ンが無く なる ま で燃焼さ せる こ と  

:  周囲の状況等によ り 、 消火する 場合は火気に注意し 、 周囲に散水し

ながら 換気を行う  

消火を行う 者の特別な保

護具及び予防措置 

:  耐火手袋を着用し 、 風上の、 でき る だけ遠く から 消火に当たる  

:  防災活動に無関係な全ての人を風上に避難さ せる  

 

６．漏出時の措置 
人体に対する 注意事項、  

保護具及び緊急時措置 

:  窒息の危険を防止する ため、 換気を良く する こ と  

:  速やかにガス 漏れを止める 。 通風をよ く し てガス を放散さ せる 。 着

火源を断つ。  

:  漏洩区域に入り 作業する 者は、 必要に応じ て、 空気呼吸器を着用す

る  

:  空気中の酸素濃度を測定管理する こ と  

 :  ガス 取扱温度・ 圧力等によ り 、 アセト ンが漏洩・ 飛散等し 皮膚に付

着し たり 吸入し ない様にする 。 風上から 作業し て風下の人を退避さ

せる  

環境に対する 注意事項 :  情報なし  

封じ 込め及び浄化の方法

及び機材 

:  漏えいし たアセチレ ンガス は換気を 良く し 、 速やかに大気中に拡

散、 希釈さ せる  
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二次災害の防止策 

 

:  木栓を溶栓作動部分に打ち込み漏洩を止める  

:  大量の漏洩が続く 状況であれば、 漏洩区域をロ ープ等で囲み火気の

取扱いを禁止し 、 部外者が立ち入ら ないよ う 、 周囲を監視する  

:  着火を防ぐ ため、 全ての着火源を取り 除く こ と  

:  容器内でのアセチレンガス の分解を防止する ため、 大量の水で冷却

する  

:  漏れが容器、 バルブ、 溶栓から の場合、 業者に連絡する  

:  アセチレ ン濃度を測定管理し 、 常に爆発範囲の濃度で無いこ と を確

認する こ と  

 

 

７．取扱い及び保管上の注意 
取扱い   

技術的対策 

取扱者のばく 露防止 :  ガス 使用前には必ず、 調整器の取り 付部及びホース の接続部等、 石

鹸水を使用し 、 ガス漏れが無いこ と を確認し ておく こ と  

:  容器弁、 溶栓等から ガス 漏れなどの不備がある 場合、 すぐ に製造元

等、 関係者に連絡し 、 使用を禁止する こ と  

:  作業中、 容器から 万一出てき たアセト ンが皮膚に触れたら 速やかに

水洗いする こ と  

 :  適切な取扱いによ り 正常な燃焼・ 火炎である 限り アセト ンの暴露は

ない 

火災・ 爆発の防止 :  使用に当たっては通風のよ い場所で行い、 火気は絶対近づけないこ

と  

:  容器に直射日光が当たら ないよ う 注意し 、常に 40℃以下に保つこ と  

:  火気の取扱には注意し 、 電気設備は防爆性能を有する 構造のも のを

使用する こ と  

:  機器、 配管はアース を取る 等、 静電気を除去する 措置を講ずる こ と  

:  アセチレ ンの消費設備には、 安全器（ 逆火防止器等） を設ける こ と  

:  消費設備から 5ｍ以内では、 他の火気を使用し ないこ と 。 又、 引火

性、 発火性の物を置かないこ と 。  

:  高圧アセチレ ンで空気が圧縮さ れる よ う な作業は行わないこ と  

:  調整器を容器に取り 付ける 際には、 調整器内の空気をアセチレ ンガ

ス で、 置換する ために最初調整器をゆる く 、 ガス が僅かに出る く ら

いに取り 付けておいて、 容器弁を 指針がゆっく り 動く よ う に開閉

し 、 圧力計指針の振れを見た後、 調整器を漏れないよ う に締め付け

て、 容器弁を開ける こ と  

その他の注意事項 :  アセチレ ンを消費する 時は、 転倒防止策を講じ 容器を必ず立てて使

用する こ と  

:  弁の開閉は静かに行い、 作業中はハンド ルを、 容器弁につけたま ま

にし ておき 、 1 回転以上開けないこ と  

:  使用に当たっては、 その上限圧力は 0. 127MPa（ 1. 3 ㎏/㎠） と する  

:  設備、 配管等を修理する 時には、 不活性ガス と よ く 置換し 、 アセチ

レ ンのないこ と を確認し た後に実施する こ と  

:  アセチレ ン及び酸素を使用し て、 金属の溶接・ 溶断又は加熱を行う

と き は労働安全衛生法の定めによ り 、 ガス 溶接作業主任者の免状を

有する 者、 又は、 ガス 溶接技能講習修了者が行う こ と  

:  容器は、 粗暴な取扱は絶対し ないこ と  

:  アセチレ ンの消費速度は、 容器１ 本当たり １ 時間に１ ㎏以下に保つ

よ う にする  

それ以上の消費を要する 場合は容器を集合し て使用する こ と  

:  作業の中止及び休憩時には容器弁を閉め、 調整器のハンド ルを左に

回し て閉じ る こ と  

:  容器の刻印、 表示等を改変し たり 、 消し たり 、 はがし たり し ないこ
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と  

:  容器はわずかの残圧を残し て使用済みと し 、 弁を閉め、 速やかに販

売業者に返却する  

局所排気、 全体換気 

 

:  アセチレ ンを使用する に当たっては、 空気中の酸素濃度が低く なる

危険性が有る ので、 密閉し た所や換気の悪い所では取扱わないこ と  

安全取扱注意事項 :  可燃性ガス である ため、 火気の近く では使用し ないこ と  

 アセチレ ンは可燃性ガス であり 、 空気や酸素と 混合する と 燃焼・ 爆

発の危険性がある  

:  容器をロ ーラ ーや金敷台等、 目的以外に使用し ないこ と  

接触回避 :  容器に他のガス が入った可能性がある と き は、 容器記号番号等の詳

細を販売者に連絡する こ と  

衛生対策 :  取扱い後は、 よ く 手を洗う こ と  

保管   

安全な保管条件   

適切な技術的対策 :  容器は通風のよ い場所に保管し 、 アセチレ ン容器置場に充填容器と

残ガス 容器に区分し て置く  

:  容器置場の建物は不燃材料を使用し 、 軽量な屋根を設け、 ガス が漏

れたと き 滞留し ないよ う な構造と する  

:  置場には法に定めら れた消火設備を設ける  

混触禁止物質 :  アセチレ ンに直接触れる 部分には、 銅又は、 銅の含有量 62％以上の

銅合金は使用し てはなら ない 

適切な保管条件や 

避ける べき 保管条件 

:  充塡容器は直射日光や腐食性雰囲気を避け、 常に 40℃以下に保つ 

:  容器は転落、 転倒等によ る 衝撃及び弁の損傷を 防止する 措置を 講

じ 、 立てて保管する  

:  置場の周囲 2ｍ以内では喫煙、 火気の使用を禁じ 、 発火性の物やガ

ソ リ ン、 油、 ウ エス等燃えやすい物を置かない 

:  置場には作業に必要なも の以外は置かない。 又携帯電灯以外の灯火

を携えない。  

注意事項 :  容器置場は明示さ れ、 外部から 見やすい警戒標を掲げ、 置場の面積

に応じ て付近の民家等から 法に定めら れた距離をと る  

:  盗難防止策を講ずる こ と  

安全な容器包装材料 :  高圧ガス 容器と し て製作さ れた容器である こ と  

 

８．ばく露防止及び保護措置 
許容濃度

等 
（ アセチレン） 規定なし  

 （ アセト ン）  

 :  日本産業衛生学会（ 2019 年版） :  200ppm 

設備対策 :  屋内作業場で使用する 場合は、 酸素濃度が、 18％未満になら ないよ う に、 ま たガス

漏れによ り 爆発範囲の混合物を作ら ないよ う に換気をよ く する こ と  

保護具    

呼吸用保護具 :  空気呼吸器 

手の保護具 :  革手袋 

眼、 顔面の保護具 :  保護面、 保護眼鏡 

皮膚及び身体の保護具 :  適切な保護衣を着用する こ と  

 

９．物理的及び化学的性質 
（ アセチレ ン）    

物理状態 :  気体 

色 :  無色 

臭い :  わずかな不快臭 

融点／凝固点 :  -84. 7 ℃ 

沸点又は初留点 :  -80. 75 ℃ 
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   及び沸点範囲 

可燃性 :  可燃性 

爆発下限界及び爆発

上限界／可燃限界 

:  上限： 100 % 下限： 2. 5 % 

引 火 点 :  -18 ℃ 

自 然 発 火 点 :  305 ℃ 

分 解 温 度 :  情報なし  

ｐ Ｈ :  情報なし  

動 粘 性 率 :  非該当 

溶 解 度 :  170 ml /100 ml 水（ 0 ℃）、 110 ml /100 ml 水（ 15 ℃）  

 :  2500 ml /100 ml アセト ン（ 15 ℃）  

n-オク タ ノ ール／水

分配係数( l og 値)  

:  Log Pow 0. 37 

蒸 気 圧 :  4. 3403 MPa（ 20 ℃）  

密度及び／又は相対

密度 

:  非該当 

相対ガス 密度 :  0. 908 ( 0 ℃, 101. 3 kPa) （ 空気＝1）  

粒 子 特 性 :  非該当 

その他のデータ    

 臨界温度 :  35. 75 ℃ 

 臨界圧力 :  6. 138 MPa 

 

10．安定性及び反応性 
（ アセチレ ン）    

反応性 :  常温、 常圧下では安定な物質である  

化学的安定性 :  可燃性ガス  

危険有害反応可能性 :  高温高圧下では、特に不安定で、分解爆発を起こ し やすいため注意す

る こ と  

:  銅、 銀、 水銀と 反応し て爆発性化合物を作る  

避ける べき 条件 :  高温高圧。 熱、 火花、 裸火 

混触危険物質 :  銅又は、 銅の含有量 62％以上の銅合金 

危険有害な分解生成物 :  特になし  

 

11．有害性情報 
急性毒性 :  アセチレ ン（ ガス ） 非該当 

:  アセト ン（ 蒸気）  分類対象外 

皮膚腐食性／刺

激性 

:   情報なし  

眼に対する 重篤

な損傷性／眼刺

激性 

:  アセチレ ン 情報なし  

:  アセト ン 区分 2B 

蒸気は人の眼を 刺激する 。 し かし ばく 露が止ま る と 刺

激性は続かない（ ATSDR（ 1994））。 角膜上皮は破壊さ れ

る が、基質ま では至ら ず、角膜上皮の破壊は 4-6 日で回

復する 。 アセト ン は腐食性の眼刺激性ではない（ SI DS

（ 1999）） と の記載がある 。  

呼吸器感作性又

は皮膚感作性 

:  アセチレ ン 情報なし  

 :  アセト ン 動粘性率は計算値で 0. 426mm2/sec であり 、 化学性肺炎

の動物データ が無いが、C13 以下のケト ンである こ と よ

り  

生殖細胞変異原

性 

：   情報なし  
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発がん性 :  アセチレ ン 情報なし  

:  アセト ン 情報なし  

生殖毒性 :  アセチレ ン 情報なし  

:  アセト ン 区分 2 

疫学調査で流産への影響なし （ ATSDR、 1994） と いう 報

告がある 。 ラ ッ ト の高濃度暴露（ 11000ppm（ 20mg/L））

でわずかな発生毒性（ 胎児体重減）（ EHC、 207（ 1998））

が、 マウ ス の高濃度暴露（ 6600ppm（ 15. 6mg/L）） で胎児

体重減、 後期胚吸収率増（ EHC、 207（ 1998）） が報告さ

れている 。 EHCでは、 ヒ ト と 動物で更に検討が必要であ

る と の記載がある 。  

特定標的臓器毒

性（ 単回ばく 露） 

:  アセチレ ン 区分 3（ 麻酔作用）  

PATTY（ 4th,  1994） に高濃度で麻酔作用を示すと の記述

がある  

:  アセト ン 区分 3（ 気道刺激性、 麻酔作用）  

ヒ ト への 2400 ㎎/m3/6h の暴露で鼻、 喉、 気管の刺激

（ EHC 207（ 1998））、1000ppm/4h の暴露で喉の刺激（ EHC 

207（ 1998）） の記載がある （ 気道刺激性）。  

200ml を飲み込んだ男性に昏睡（ 12 時間後意識回復）。  

特定標的臓器毒

性（ 反復ばく 露） 

:  アセチレ ン 情報なし  

:  アセト ン 区分 2（ 血液）  

ラ ッ ト 、 マウ ス の試験でも ガイ ダンス 上限値を大き く

超えた投与量ではある が、 ヒ ト に見ら れたと 同様な血

液学的変化が認めら れた（ SI DS（ 1999）） と の報告があ

る 。  

 

12．環境影響情報 
（ アセチレ ン）     

生態毒性 :  情報なし   

残留性・ 分解性 :  情報なし   

生態蓄積性 :  情報なし   

土壌中の移動性 :  情報なし   

オゾ ン 層への有

害性 

:  情報なし   

（ アセト ン）     

生態毒性    

魚毒性 :  ファ ッ ト ヘッ ド ミ ノ ー 

( Pi mephal es promel as)  

LC50( 96hr )  >100 mg/L 

 

  ヒ メ ダカ 

( Oryzi as l at i pes)  

LC50( 48hr )  14. 3 g/L 

その他 :  オオミ ジンコ  

( Daphni a magna)  

LC50( 48hr )  7. 635 g/L 

  藻類 

( Sel enast rum)  

NOEC( 96hr )  7. 0 g/L 

残留性・ 分解性 :   生分解性良好（ 96%、 28 日間、 OECD TG 301C）  

生態蓄積性 :   蓄積性は低いと 推定( l ogPow = -0. 24)  

土壌中の移動性 :   土壌中を容易に移動し て地下水に到達し 、土壌粒子

には吸着さ れないと 思われる  

オゾ ン 層への有

害性 

:  情報なし   

 

13．廃棄上の注意 
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:  容器内に安定化溶剤（ アセト ン） が入っていま す。  

アセト ンの化学物質「 安全データ シート 」 を充分理解し 、 処理し て下さ い。  

:  容器の廃棄は、 容器所有者が法規に従って行う も のである から 、 使用者が勝手に行ってはなら

ない 

:  残ガス 容器等は、 そのま ま 容器所有者に返却し なければなら ない 

:  万一、 どう し ても 破棄せざる を得ない場合と し て、 容器等から アセチレ ンガス を廃棄する 場合、

火気を取り 扱う 場所、 又は引火性も し く は発火性の物を堆積し た場所及びその付近を避け、 か

つ、 大気中に放出し て廃棄する と き は、 通風の良い場所で少量ずつする こ と  

:  アセチレ ンガス を連続的に放出する と き は、 周囲のアセチレ ン濃度が爆発範囲に入ら ないよ う

に検知器にて管理する こ と  

 

14．輸送上の注意 
アセチレ ン 

 国連番号 :  1001 

 品名（ 国連輸送名）  :  アセチレ ン（ 溶解）  

 国連分類 :  ク ラ ス 2. 1（ 引火性高圧ガス ）  

 容器等級 :  規定なし  

 海洋汚染物質 :  非該当 

 MARPOL73/78 附属書Ⅱ及び 

I BCコ ード によ る ばら 積み 

輸送さ れる 液体物質 

:  非該当 

アセト ン 

 国連番号 :  1090 

 品名（ 国連輸送名）  :  アセト ン 

 国連分類 :  ク ラ ス 3( 引火性液体)  

 容器等級 :  Ⅱ 

 海洋汚染物質 :  Z 類物質 

 MARPOL73/78 附属書Ⅱ及び 

I BCコ ード によ る ばら 積み 

輸送さ れる 液体物質 

:  該当する  

輸送又は輸送手段に関する 特別の

安全対策 

:  アセチレ ンを充塡し た容器は、温度が 40℃を超えないよ う

にし 、 転落、 転倒によ る 衝撃及び弁の損傷を防止する 措置

を講じ 、 かつ乱暴な取り 扱いをし ないこ と  

:  乗用車や密閉車両では運ばない 

:  一般容器の運搬車には、黒地に黄色の蛍光色で「 高圧ガス 」

と 表示し た標識板を前後から 見える よ う に取り 付ける  

:  アセチレ ン の充塡容器と 塩素の充塡容器及び消防法で規

定さ れる 一部の危険物と の混載は認めら れない。  

酸素充塡容器と の混載時には、 バルブが相互に向き 合わな

いこ と 。  

:  粉末消火器及び災害発生防止措置に必要な資材と 工具を

備えている こ と  

:  輸送車を運行する 際、 駐車時及び積み降ろし 時には、 でき

る だけ繁華街を避け、 かつ交通量の少ない、 安全な場所を

選ぶこ と 。 ま た、 駐車中やむを得ない場合の外は、 車両を

離れないこ と 。  

:  運転者はアセチレ ン ガス の性状及び災害防止のために必

要な注意事項を記載し た書面（ イ エロ ーカード ） を携帯し 、

こ れを遵守する こ と  

:  アセチレ ンを 300 ㎥( 容器約 47 本) 以上移動する 時は、 上

記の他、 次に述べる 措置を講じ てする こ と  

イ  高圧ガス 移動監視者免状を 有する 者に監視さ せる こ

と  

ロ  移動中、事故等の場合、荷送人へ連絡する ための措置、
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地域防災指定事業所等から の応援を 受ける ための措

置 、 そ の 他 災 害 拡 大 防 止 の た め の 必 要 な 措 置      

を講ずる こ と  

ハ 次のいずれかに該当し て高圧ガス を移動する 場合は、

交代し て運転さ せる ため、 車両一台について運転者を

二人充てる こ と  

( 1)  一の運転者によ る 連続運転時間( 一回が連続十分

以上で、 かつ、 合計が三十分以上の運転を中断す

る こ と なく 連続し て運転する 時間をいう ) が、 四

時間を超える 場合 

( 2)  一の運転者によ る 運転時間が、 一日あたり 九時間

を超える 場合 

国内規制がある 場合の規制情報   

 高圧ガス 保安法 :  一般容器によ る 運搬は、 法第 23 条[一般高圧ガス 保安規則

第 50 条と 同例示基準] によ る 規制を受ける  

 海上輸送   

 港則法 :  施行規則第 12 条 危険物（ 高圧ガス ）  

 船舶安全法 :  危規則第 3 条危険物告示 別表 1（ 高圧ガス ）  

 航空輸送   

 航空法 :  施行規則第 194 条 

 陸上輸送   

 道路法 :  施行令第 19 条の 13 （ 車両の通行の制限）  

緊急時応急措置指針番号 :  アセチレ ン 116、 アセト ン 127 

 

15．適用法令 
化学物質排出把握管理促進法 :  非該当 

労働安全衛生法 :  労働安全衛生規則第 24 条の 14， 15 危険有害化学物質に

関する 危険性又は有害性等の表示等 

毒物及び劇物取締法 :  非該当 

高圧ガス 保安法 :  法第 2 条（ 圧縮ガス ）  

消防法 :  法第 9 条の 3（ 圧縮アセチレ ンガス 等の貯蔵、 又は取扱の

届出）  

港則法 :  施行規則第 12 条 危険物（ 高圧ガス ）  

船舶安全法 :  危規則第 3 条危険物告示 別表 1（ 高圧ガス ）  

航空法 :  施行規則第 194 条 

道路法 :  施行令第 19 条の 13 （ 車両の通行の制限）  

 

16．その他の情報 
適用範囲 :  アセチレ ンは、 高圧ガス 保安協会が行う 多孔質物性能試験に合格し た容器に

ガス を充塡し 、 充塡後の圧力が温度 15℃において 1. 5MPa 以下になる ま で静

置し た容器で供給さ れる のが一般的であり 、 高圧ガス 保安法第二条によ り 、

「 高圧ガス 」 に該当する  
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注)  ・  本 SDS 記載内容のう ち、 含有量、 物理化学的性質等の値は保証値ではあり ま せん 

 ・  注意事項等は通常的な取り 扱いを対象と し たも ので、特殊な取り 扱いの場合はその点を

配慮下さ い 

 ・  危険物有害性情報等は必ずし も 十分と は言えないので、本 SDS 以外の資料や情報も 十分

に確認の上、 利用下さ い 

以上 


